
一

第
三

十

七
号
議
案
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務
等
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
三
十
七
号
議
案

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
都
道
府
県
知
事
保
存
本

人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
都
道
府
県
知
事
保
存
本

人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報

を
利
用
す
る
事
務
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
十
九
年
東
京
都
条
例
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
第
三
十
条
の
八
」
を
「
第
三
十
条
の
六
第
四
項
」
に
改
め
、
「
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
及
び
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情

報
（
法
第
三
十
条
の
四
十
一
第
四
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
三
条
中
「
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
の
利
用
に
係
る
事
務
）

第
三
条
の
二　

法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
六
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
事
務
の
う
ち
、
知
事
が
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確

認
情
報
（
住
民
票
コ
ー
ド
を
除
く
。
）
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

別
表
第
一
に
掲
げ
る
事
務

　

二　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報

の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
、
知
事
が
行
う
も
の
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二

（
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
を
提
供
す
る
他
の
執
行
機
関
及
び
事
務
）

第
三
条
の
三　

法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
六
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
他
の
執
行
機
関
及
び
事
務
の
う
ち
、
知
事
が
都
道
府
県
知

事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
（
住
民
票
コ
ー
ド
を
除
く
。
）
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
別
表
第
二
及
び
別
表
第
二
の
二
の
と
お
り
と

す
る
。

　

第
四
条
の
見
出
し
中
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
中
「
前
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
「
提
供
」

の
下
に
「
並
び
に
法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
六
第
二
項
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
の
他
の
執
行
機
関
へ
の

提
供
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
の
下
に
「
及
び
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
（
以
下
「
都

道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え

る
。

　

第
七
条
の
見
出
し
中
「
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
中
「
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条

の
十
五
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「
並
び
に
法
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
及
び
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
」
を
「
、

法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
六
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
の
利
用
の
状
況
並
び
に
法

第
三
十
条
の
四
十
四
の
六
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情
報
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
中
「
第
二
条
」
の
下
に
「
、
第
三
条
の
二
」
を
加
え
、
同
表
二
十
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

二
十
六　

〇
一
八
サ
ポ
ー
ト
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

　

別
表
第
二
及
び
別
表
第
二
の
二
中
「
第
三
条
」
の
下
に
「
、
第
三
条
の
三
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図

る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
六
号
）
附
則
第

一
条
第
十
号
に
規
定
す
る
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
改
正
規
定
及
び
第
七
条
の



三

第
三

十

七
号
議
案
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務
等
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

改
正
規
定
（
「
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
公
布
の
日
か
ら
、
別
表
第

一
の
改
正
規
定
（
同
表
二
十
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
は
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２　

知
事
並
び
に
別
表
第
二
及
び
別
表
第
二
の
二
上
欄
に
掲
げ
る
提
供
を
受
け
る
他
の
執
行
機
関
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
こ

の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
都
道
府
県

知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
事
務
等
を
定
め
る
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
改
正
後
の
条
例

に
規
定
す
る
事
務
の
実
施
に
必
要
な
準
備
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
提
案
理
由
）

　

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手

続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
六
号
）
の
施
行
に
よ
る
住
民
基
本
台

帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
都
道
府
県
知
事
保
存
附
票
本
人
確
認
情

報
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
等
を
定
め
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
。


